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1. 研究の概要 
1) 研究の⽬的 

「肘に発⽣する悪性軟部腫瘍の治療成績向上」に関する研究を⾏っています。 
肘に発⽣する悪性軟部腫瘍の治療成績を検討して、治療成績向上のために改善すべき点

を解明する研究を開始しました。 
 

2) 研究の意義・医学上の貢献 
この研究で得られた成果は、札幌医科⼤学附属病院の患者さんに限らず、広く全国の同じ

疾患の患者さんの治療の改善に貢献し、多くの患者さんの治療成績の向上につながることが
期待されます。 
2. 研究の⽅法 
1) 研究対象者 

肘に発⽣した悪性軟部腫瘍と診断され、全国⾻・軟部腫瘍登録に、2006 年から登録された
患者さんが該当します。 
2) 研究期間 

病院⻑承認⽇から 2022 年 1 ⽉ 31 ⽇までです。 
3) 予定症例数 

当院 1 症例（全体 100 症例）を予定しています。 
4) 研究⽅法 
全国⾻・軟部腫瘍登録のデータベースから、肘に発⽣した悪性軟部腫瘍の患者さんの情報を
収集し、患者・腫瘍背景、治療情報、予後情報を集めます。発⽣腫瘍の⼤きさ、組織型などの
臨床病理学的情報と治療法である⼿術術式、補助療法の種類と有無を検討します。さらに再



発、遠隔転移、⽣存期間などの予後を検討し、再発・予後因⼦を解析します。 
５) 使⽤する情報 
 この研究に使⽤するのは、匿名化された情報しか使⽤しません。分析する際には⽒名、⽣
年⽉⽇などのあなたを特定できる情報は削除して使⽤します。また、あなたの情報などが漏
洩しないようプライバシーの保護には細⼼の注意を払います。 
6) 情報の保存、⼆次利⽤ 

この研究に使⽤した情報は研究の中⽌または研究終了後 10 年間、札幌医科⼤学附属病院整
形外科学講座内で保存させていただきます。電⼦情報の場合はパスワード等で管理・制御さ
れたコンピューターに保存します。その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。なお、
保存した情報を⽤いて新たな研究を⾏う際には臨床研究審査委員会（倫理委員会）にて承認
を得ます。 
7) 情報の管理責任者 

この研究で使⽤する情報は、以下の責任者が管理します。 
札幌医科⼤学附属病院 整形外科学講座 講師   江森誠⼈ 
8) 研究結果の公表 

この研究は⽒名、⽣年⽉⽇などのあなたを特定できるデータをわからない形にして、学会
や論⽂で発表しますので、ご了解ください。 
9) 研究に関する問い合わせ等 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 
あなたを特定できる情報は、すでに削除されて研究のためのデータが作成されているので、

研究についてお問い合わせにお応えする事は可能ですが、あなたのデータを削除することが
できません。あなたが誰であるかわからない形にして、研究者の集まる学会での発表や、学
術論⽂で公表をしますので、ご了承ください。 
     

＜問い合わせ・連絡先＞ 

臨床研究責任者：  江森 誠⼈  （講師） 

札幌医科⼤学 医学部 整形外科   
 
平⽇(9 時〜17時)：011-611-2111（内線 33330） 
 
夜間(17時〜9時)・休⽇： 
札幌医科⼤学附属病院 4階⻄病棟（内線 33410） 


